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序

石見銀山遺跡は、鉱山遺跡としては日本で初めての国史跡であり、アジアでも初め

て世界遺産に登録されました。鉱山活動が激減して久しく、日本では鉱山そのものが

忘れ去られようとしていましたが、石見銀山の世界遺産登録によって、現在は国内各

地の鉱山遺跡にも光が当てられつつあることは、誠に喜ばしいことです。

この世界遺産登録に向けて、島根県と大田市では平成 9年から発掘調査や文献調査

など様々な調査に取り組み、登録後においても引き続きその価値を高めるために調査

を継続しています。石造物調資もこの総合調査の一環として当初より取り組んでおり、

これまでに銀山400年の歴史の姿を次々と明らかにしてきました。

本書は、平成21年度に銀山の物流拠点である温泉津地区に所在する金剛院と周辺部

で実施した石造物調査成果をまとめたものです。調査の結果、温泉津地区においても、

銀山地区と同じ戦国時代末から福光石製の石塔が建立されていたことや、有力商人の

墓地において他に例のない独自の様式の墓塔が継続的に建立されていたことが確認さ

れるなど、多くの貴重な成果を得ることができました。

この調査に際して御協力いただきました関係各位に厚くお礼申し上げますとともに、

本書を今後の調査研究のみならず、遺跡の保護や整備活用、さらに歴史学習において

広く活用していただければ幸いです。

平成22年 3月

島根県教育委員会

教育長藤原義光



例 言

1. 本書は、石見銀山遺跡総合調査の一環として実施した石造物誨査の報告書である。
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第 1章 調査の目的・対象・経緯

第 1節調査の目的

石見銀山遺跡は中世から近世（特に戦国時代か

ら近世）、さらには近代へと長期にわたって形成

された遺跡である。石見銀山遺跡では開発から閉

山にいたるまでに、繁栄期・停滞期・衰退期のあっ

たことが明らかになってきているが、この歴史過

程を遺物や遺構といった考古学的事実に即して詳

細に明らかにするとともに、さまざまな側面から

鉱山遺跡としての特性を把握することにより、石

見銀山の実態に迫ることが求められている。

本遺跡における石造物調査は、銀山の開発に関

わった人々の信仰や葬送儀礼、社会の営みとその

変遷を明らかにすることにより、それに資するこ

とを目的として実施している。

第 2節調査の対象

一概に石造物といっても①墓碑、石塔、石仏な

どの信仰関連石造物、②石臼や要石などの生産関

連石造物、③街道沿いの道標などの交通関連石造

物、④石切り場など生産地・流通関連石造物、な

ど多種多様なものが認められる。それら全てが石

造物調査の対象となることは言うまでもないこと

であるが、現実には限られた時間・人員等の制約

も多く、全てを調査することは困難である。

したがって、本石造物調査においては、上記の

4つの区分のうち、埋葬関係の遺構群・遺物群の

様相、すなわち墓地とそれを構成する墓石が、銀

山の操業に直接または間接的に関わった武士・鉱

夫・織人・商工業者等とその家族等の存在ぶりを

具体的に物語る資料であり、鉱山の盛衰（人口の

増減等）がより直接的に反映されていると考えら

れるとの理由から、①の信仰関連石造物を主な対

象として重点的に調査を実施し、先に挙げた目的

に迫ることとした。

第 3節調査の経緯

石造物（墓石）調査は島根県教育委員会が石見

銀山遺跡総合整備計画策定のために、昭和59~61

年度に徳善寺跡などについて、天正から慶長年間

の紀年銘を有する墓石を中心に一部の確認調査を

実施したことがその始まりである。

平成 9• 10年度には石見銀山遺跡総合調査の一

環として石造物調査か実施されることとなり、仙

ノ山山頂周辺の石銀地区と龍源寺間歩上 ・妙本寺

上墓地の調査が実施された。この調査では、 石造

物のグルーピングを心がけ各群の規模と石造物の

種類、あるいはその消長を押えるため、紀年銘を

有する墓石の調査を重点的に進められたが、墓石

調査地の選定を発掘調査と連携した結果、天正や

文禄年間の紀年銘のある墓石が発見され、古い墓

石の存在する地区は生活していた時期も古い可能

性が高いことが明らかになり、発掘調査箇所の選

定にも有効であることが判明した。

こうした石造物調査の有効性が確認されたこと

から、調査の継続と計画の必要性が、石見銀山遺

跡発掘調査委員会により指摘され、平成11年度か

らは以下の3つの調査を総合的に行うこととなっ

た。

①鉱山全体の石造物の傾向や変遷を把握し、悉皆

調査の必要な箇所を判断する材料を得るための分

布調査。

②特徴的な墓地については構造や変遷を把握する

ための詳細な悉皆調査。

③発掘調査等で得られた成果と関連付けるため、

発掘調査地周辺の石造物やその他の資料の関連詢

査。

これら 3つの調査のうち悉皆調査については、

①銀山地区・大森地区に位置する、②群としての

まとまりが明確に把握できる、③アクセスが容易

である、④調査環境が比較的よい、などの条件を
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満たした墓地のうち、重点的に本遺跡の最盛期と

言われている戦国時代から江戸時代前半の墓地を

選び、継続的に調査する計画をたてた。

この方針に基づき、石造物調査は平成11年度か

ら分布調査・悉皆調査• 関連調蒼の組み合わせに

よって行われるよ うにな り、妙正寺跡の悉皆調査

を皮切りに 6箇所の寺院墓地を中心とする調査、

及び銀山柵内・大森地区の分布調蓋が実施された。

これらの調査成果については、既に報告書が刊行

されている。

平成16年度にはそれまでの調査成果をまとめ、

検討を加えた報告書も刊行され、銀山柵内・大森

地区における石造物調査は一定の成果を得るに至っ

ている。

その後、平成17年度からは港や街道など周辺部

における石造物の実態を把握するため、温泉津地

区における調査が開始されることとなり、これま

でに恵洸寺、西念寺の悉皆的調査と温泉津湾周辺

の分布調査が行われた。

平成21年度は真言宗金剛院の悉皆調査及び温泉

津沖泊街道沿いにある石造物の調査を実施した。

また、 16世紀後半以降に石見銀山遺跡で使用され

る福光石の石塔を考える上で、その前代の石造物

の様相を確認するため、石見銀山遺跡周辺部であ

る温泉津町井田に所在する石造物の調査を実施し

た。

なお、温泉津地区での石造物調査は、温泉津伝

統的建造物保存対策調査や港湾調査、街道調査の

際に実施されている。
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第 2章石見銀山遺跡と温泉津の歴史

第 1節温泉津の歴史

石見銀山の歴史は大永年間、博多の豪商神屋寿

禎による発見開発によって始まる。温泉津湊はそ

の外港として、戦国時代以降大きく発展した。

「温泉」の地名については、平安時代の『和名

類緊抄』にすでに「温泉郷」の文字が見え、温泉

津を含む一帯が比定されているが、湊の歴史とし

ては13世紀末、近郊に大家荘が成立した頃に始ま

るという。その後、温泉津を含む温泉郷は櫛島の

櫛山城を拠点とする温泉氏により支配されたとさ

れるが、その実態については明確ではない。

銀山開発初期の銀積み出し港は、仁摩の柄ケ浦、

古龍などとされ、当初は温泉津が主要港ではなかっ

たと言われている。しかし、温泉津沖泊に所在す

る恵比須神社本殿は16世紀代に遡る古建築である

ことが明らかとなり、建立が、大永 6 (1526)年

と伝えられることから、銀山開発初期段階ではす

でに港湾施設として機能していたことが指摘され

ている。

混泉津が港湾施設として資料等で確認できるの

は、毛利氏が石見に進出し、石見支配の拠点の一

つとしてからと言われる。

具体的には永禄 4 (1561)年、毛利元就が石見

銀山の攻防及び、尼子氏攻略のため温泉津に吉川

元春を進駐させ、銀山への兵糧運搬の準備をさせ

たことに始まり、次の年には石見銀山を完全掌握

している。その後、銀山地内と温泉津には奉行人

が配置されており、温泉津にはさらに永禄13

(1570)年頃に鵜丸城を築城している。毛利氏は、

温泉津沖泊の港湾機能の高さを重視し、温泉津・

沖泊を一体的に整備しており、湾の入り口には鵜

丸城の他に櫛山城、笹山城を配し、防御を固めて

いる。

毛利氏による支配は、豊臣氏との銀山の共同管

理時期を含め慶長 5 (1600)年の関ヶ原の戦いま

で続き、この間、港湾施設としての基礎が整備さ

れ、銀の積み出し港、物資の搬入搬出の主要港と

して位置付けられている。また、軍事的・政治的

拠点としての機能も強化され、毛利氏の重要拠点

の一つとして港湾都市へと発展している。これと

共に、銀山から降路坂を越え、西田を経て温泉津・

沖泊へ至るいわゆる温泉津沖泊道も整備され、銀

山への物資の大量輸送が温泉津を中継基地として

行われるようになる。

石見銀山は関ヶ原の戦い後、いち早く徳川氏の

直轄地となり、 11月には徳川氏の代官頭である大

久保長安が石見に着任し、翌慶長 6 (1601)年に

初代銀山奉行となっている。この大久保長安の施

策でも、温泉津は重要拠点と位置付けられ、さら

に整備が進められる。銀の搬出こそ海上輸送の危

険性から慶長 9 (1604)年には尾道まで陸送され

るルートに変更されるが、その後も温泉津は銀山

の物資の搬人・搬出港として重要な位置を占めて

おり、慶長10(1605)年には、銀山と共に「地銭

免除」の特権が与えられ、町場作りに一層力が入

れられている。その結果、温泉津居住者も増大し、

すでに毛利氏の支配下で出現していた問屋の数も

増え、大消費地である銀山の外港として更なる発

展をとげることとなる。実際慶長10(1605)年か

らの 1年間だけで、益田・三隅から運ばれた灰吹

き用の木炭の陸揚げが、 14,000俵にものぼってい

る。こうした物資ば温泉津から温泉津沖泊道を通っ

て、牛馬で銀山まで運搬されている。

銀山の最盛期は慶長年間から寛永年間と言われ、

この時期の産銀は年産40トンを超えている。その

後産銀量の低下に伴い、銀山が徐々に衰退してい

くのとは異なり、温泉津では寛文12(1672)年以

降、日本海西廻り航路の開拓・展開により、その

寄港地となり、さらに北前船の出現と活躍によっ

て、日本海航路の重要な寄港地としても急速に整

備されていくことになる。町には北前船の物資を
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扱う問屋や商家が立ち並び、延享 2 (1745)年に

は狭い温泉津の町中に40軒の問屋を数えるまでに

なっている。それぞれの問屋は取り扱う廻船が定

められており「加賀屋」 「越前屋J「越後屋」 「丹

後屋」など廻船の本拠地の国名を屋号とする問屋

も多かった。しかし、問屋の数が増え、各問屋間

の競争が激化すると、「抜け躯け」事件も起こるよ

うになり、船表番所の申し渡しなど、問屋仲間の

取り締まりも強化されるような事態となっている。

このように廻船が増加し、物流が活発になると、

この流通システムに組み込まれる地場産業も開発・

展開していく 。温泉津では「温泉津丸物」という

陶器生産が始まり、「はんど」と呼ばれる甕を主

要製品とした日用雑器が商品として北前船ルート

にのって19世紀中頃から大量に流通する。これら

の日用雑器は「石見焼」と言われ遠方まで運ばれ

たが、 当然地元の銀山にも流通しており、銀山を

発掘調査すると近世から近代の層でこの石見焼が

数多く出土している。温泉律の特産品はこの他に

瓦、福光石、石見半紙などが知られ、これらも北
かいづみ

前船の寄港によって広く買積されていく。

このように、活況を呈した温泉津であるが、明

治維新となり、近代化が進み、船も西洋式船舶の

導入、鉄道の敷設など、流通にも近代化が訪れる

と、従来の北前船は衰退していく。温泉津の問屋

も従来の問屋業が成り立たなくなり、このため一

時40軒を数えた廻船問屋も小売業や旅館業に事業

形態を変え、急速に姿を消していくことになる。

こうして明冶以降、温泉津の町は新たな展開へと

移行していくのである。

［参考文献］

温泉津町1994・95『温泉津町誌上巻・中巻」

温泉津町教育委員会1999『1999 温泉津』

島根県教育委員会2004『石見銀山街道一柄ケ浦道 ・温泉

津沖泊道調査報告書ー』
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第 1図 石見銀山遺跡の範囲
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第 2節温泉津の寺社

温泉津湊は戦国大名の争奪戦の対象となるが、

永禄 5 (1562)年には毛利氏に支配され、流通の

拠点としても町場の経済的機能が重視されるよう

になった。現在、温泉津地域（重要伝統的建造物

群保存地区内）には 8ヶ所の寺社があるIllが、そ

れらの多くは中世後期の創建や、改宗・再興とい

う縁起を有しており、当然、その後温泉津地域を

支配した毛利氏と関わりがあったと考えられる。

中でも西念寺は開祖然休がその師の三休（波根

長福寺主）とともに毛利元就の九州攻めに御伽衆

として同行し、後々まで毛利氏の加護を受けた。

また、西楽寺は真宗寺院として天正 4 (1576)年

の石山合戦に参戦しているが、この時期は毛利氏

が石山本願寺と協調して織田信長に対抗していた

時期にあたっている。両寺とも毛利輝元から諸役

免除を受けており、当地の無縁所としても機能し

ていたとされる 1210

毛利氏と関わりの深い寺院としてほかに禅宗海

蔵寺がある。海蔵寺は現在の法泉町の谷の奥にあっ

たとされ131、毛利氏と尼子氏の銀山争奪戦におい

て、永禄元 (1558)年尼子氏に降伏した毛利方武

将、山吹城主の刺賀長信が家臣高畑遠言とともに

切腹したとされる寺院である。以後、海蔵寺は毛

利氏と深く関わりを持ち、慶長 9 (1604)年、毛

利輝元の要請によって毛利氏の萩移転とともに寺

も萩へ移り、海潮寺と改称したという (4)。近世期

にも海蔵寺（史料によっては海蔵庵）が存在して

いるが（第 1表）、これも中世の海蔵寺との関連

で建立された寺と推測できるだろう。

近世に入ると村明細帳51が作成されるようにな

り、寺社数も記録されている。それによれば、湿

泉津村では近世を通じてだいたい社 3ヶ所、寺 6

ヶ所、庵 4~5ヶ所、そして愛宕社という構成に

なっていた。これらは上述した毛利氏支配時期に

すでに創建され、近世初頭には大久保長安から諸

役免除を得ている寺社を中心に構成されている。

さらに、幕末期の慶応 3 (1867)年にはこれらの

寺社の他、近世に入って建立されたものや他の寺

院に付随して建立されたものも含めて記した寺社

書上帳6)が作成されており、より詳細な様子がわ

かる（第 1表）。

なお、愛宕社は村明細帳では愛宕堂と記され、

神社とも寺院とも別の扱いで、「朝暮鐘つき堂」

と注記されている。これは愛宕社が当時の人々に

とって特別な存在であり、より人々に密着した存

在だったことを示すものだろう。

註

(1) 『温泉津町誌下巻』「第九章第一節 個別社

寺誌」による。

(2) 小林俊二「中世末の国際都市温泉津の成立」

（『郷土石見』 No.34、1993)他。西楽寺の前身は正

恩庵であったとされ（『温泉津町誌』他）、正恩庵

宛の毛利輝元判物が西楽寺に残されている。また、

西楽寺、西念寺のほか、小浜の西福寺も無縁所だっ

たとされる。無縁所と戦国大名との関係について

は『温泉津町誌下巻』「第四章第三節 津泊都
市温泉津の無縁所」に詳しい。

(3) 海蔵寺末寺の草庵が現在の西念寺の前身と言わ

れている。（西念寺蔵の古記録による）

(4) 『石見六郡社寺誌』（小林俊二編、石見地方未

刊資料刊行会）

(5) 木津屋文書や 『温泉津町誌 資料編』所収の温

泉津村明細帳を参考にした。村明細帳は村ごとに

人口や家数、生業、役銀等を記して役所へ提出し

たもので、温泉津村では延享 4年 (1747)分を始

め、 8冊の村明細帳が確認されている。

(6) 木津屋文書（大田市教育委員会所蔵）。ただし、

近世における温泉津村は温泉津町と沖泊、日祖、

日村によって構成されるため、この史料中の寺社

も温泉津町域以外に存在するものが含まれている

と考えられる。
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第 1表幕末期における寺社一覧（慶応 3年寺社書上帳より作成）

※1 寺社名 宗派•本末関係 境内地御免除 備 考 起源他 ※2 

社 龍御前社 慶長年間 中世期か

社 恵比寿社 慶長年間

社 稲荷社 慶長年間 巖長10年 (1605)社殿建立

金比羅社 村入会草山にあり 文政 5年 (1822)

恵比寿社 岩の上に勧請 （沖泊ヵ）

大元社 村持草山内の神森にあり

大年社 草山傍にあり

◎ 愛宕社 慶長年間 往古より朝涵に鐘突き 永禄元年 (1558)

三宝荒神 西念寺山林境内にあり

寺 西楽寺 京都西本願寺末浄土真宗 元亀 3年及び慶長年間
I もとは禅宗寺院、大永ェ
年 (1521)真宗に改宗

庵 聞法寺 西楽寺末 西楽寺境内にあり 慶安 (1648~51)頃ヵ

寺 恵洸寺 京都妙顕寺末法華宗 往古より除地及慶長 8年 大永 3年 (1523)

寺 本善寺 恵洸寺末 恵跳寺境内にあり 元文 5年 0740)

寺 西念寺 京都浄顕院末浄土宗 元恙年間及び慶長年間 永禄 4年 (1561)

庵 弘音院 西念寺末 西念寺境内にあり

庵 正念寺 西念寺末 （沖泊）

庵 法泉庵 西念寺末

寺 龍澤寺 銀山町極楽寺末浄土宗 慶長年間
天正 3年 (1575)、大正11
年 (1922)現在地へ移転

庵 龍沢寺持 村持地にあり

寺 金剛院 紀州高野山正智院末真言宗 慶長年間 延元 2年 (1337)

地蔵堂

（岩窟） 千手観世音菩薩 西浜地岩穴に安置

庵 海蔵寺 長州萩海潮寺末之波積本掲福城寺末禅宗

善一郎持寺 浄士真宗西楽寺より勤来 I永禄 3年及び慶長年間 温泉持主善一郎持 室町時代末期

※ 1 明細帳で社 (3ヶ所） ・寺 (6~ 7ヶ所） ・庵 (4~ 5ヶ所）として挙げられている寺社と愛宕社。

ただし、法泉庵は19世紀以降の明細帳のみ記され、庵の内に入れられていた聞法寺は19世紀半ばより寺の一つに数えら

れている。
※2 『温泉津町誌 下巻』『温泉津1999 重要伝統的建造物群保存地区調査報告』をもとにした。

第 2図温泉津の主な寺社（黒丸：寺院、黒角：神社）

弘音院旧跡地は「元禄五申年町屋敷絵図（写）」（多田氏蔵）による
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第 2表 温泉津地区石造物分布調査の概要（温泉津・小浜）

誓寺院との
上限 概数

墓塔系
塞標系

その他
備考

関係
下限

一宝ー五組宝組五無縫塔 地蔵 その他

1 恵洸寺
文禄 4 平成 388 18 11 24 3 280 5 舟形 2.その他45 H17調査
(1595) 

2 西楽寺
宝暦 8 平成 250 250 
(1758) 

3 西念寺 192 ， 3 159 21 H20調査

4 西念寺 570 1 1 14 42 2 510 

念慶(1長18
H18~20調査

5 西寺 613) 大正 48 2 5 3 24 14 光背形2.その他 6

6 金剛院
元和 3 85 2 1 5 2 8 59 8 笠付角塔 H21調査
(1617) 

7 龍澤寺
享保13 19 ， 10 
(1728) 

8 龍澤寺 190 180 5 灯籠 5

， 極楽寺 天保 678 8 ， 14 5 28 570 44 小浜地区

10 延命院 68 1 65 1 陶製墓標 1

11 6 1 5 小浜地区

12 2 2 小浜地区

13 6 I 6 

14 2 1 1 ＇ 

15 慶(1長18
613) 2 2 大久保長安逆修塔

16 30 30 

17 H 屋•Y屋 文化 明治 40 40 花巌岩製 1

一天保 9
18 (1838) 3 1 2 

19 N屋 10 10 

20 
元禄13 明治44 13 1 5 1 6 花両岩製 1 H20調査
C1700) (1911) 

21 
昭和12 12 12 (1937) 

22 
天正 2 明治30 58 2 10 45 1 H21一部調査
(1574) (1897) 

23 
明治13 昭和49) 8 8 
(1880) (193 

24 29 29 

25 3 1 2 

26 海蔵寺跡 大正 22 1 20 1 

27 海蔵寺跡 10 3 6 陶製墓標 1

28 k屋・ 1屋 嘉永 3 61 1 60 コンクリート塗装
(1850) 

29 6 5 石碑 1
•• 

大正 5
30 (1916) 130 3 1 120 6 

文化14 明治 6
31 (1817) (1873) 16 1 1 14 

32 4 3 1 H21調査

33 龍御前神社 7 灯籠 6• 鳥居 1

34 8 2 1 5 

35 4 4 小浜

36 延命院
宝暦 3 59 1 1 8 44 1 線香陶立製て墓1・標そ2の・他1
(1753) 

37 庵寺
天明 4 355 3 2 3 341 6 
(1784) 

38 
天保 8

明治 15 15 (1837) 

39 天(1保8389) 90 6 14 2 3 65 I 
※年代・数は確認できたもの
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第 3章金剛院墓地の調査

第 1節金剛院の概要

金剛院（山号見宝山）は、島根県大田市温泉津

町温泉津イ 758番地、寺町の谷の最奥に位置する

真言宗寺院である。

寺伝等によれば、 1337(延元2)年、高野山正

智院持仏堂の本尊だった千手観世音菩薩の夢告に

従い、当地へ至った僧鏡尊によって創建され、金

剛庵としたのが始まりという。その後、大家荘井

尻村水久路城主中尾氏が菩提所として堂を改修し、

金剛院と改称したとされる。

もとは恵琥寺境内と地続きに一宇があり、 1760

（宝暦10)年に現在地へ移転したとも伝えられる

が、温泉津町の屋敷地所有者を記した1692(元禄

5)年の「町屋敷絵図」（絵図自体は1841(天保

12)年の写し）にはすでに現在地に金剛院と記載

されているので、 17世紀末以前には移転していた

らしい。本堂に残る1760(宝暦10)年の再建棟札

は当時恵琥寺にあった護摩堂を移築した際のもの

と推定される。

ただし、温泉津村の検地帳である1650(慶長10)

年「石州仁万郡温泉津村御縄帳」には金剛院は記

載されていないため（金剛庵も同様）、当初は温

泉津町域外にあ った可能性も考えられる。

金剛院に史料が残されていないため、詳細な歴

史は不明であるが、 1867(慶応 3)年「寺社書上

娠」に は次の通り記されており、温泉津町の他の

寺社と同様、寺地及び附属の山林には年貢が課せ

られていなかった。

「 （前略）

紀州高野山正智院末

真言宗 金剛院

ー、本尊千手観世音菩薩

本堂但翻翌棗 庫裏罰翌半

是ハ建立之儀

寺地境内 此反別壱反五畝弐十分

境内附山林 此反別弐反六畝十六分

右者慶長年中御奉行大久保石見守様御支配之節、

寺地境内御免除被成下候、右之内田畑等無御座

候

（後略） 」

（「寺社書上帳」 〈木津屋文書〉より抜粋）

近代には敷地内に「永楽座」という芝居小屋が

置かれ、寺周辺は多くの人で賑わったらしい。この

「永楽座」の建物は、 1872(明治5)年に学制発布

で小学校の設置が定められた際に温泉津地区の小

学校の校舎にも充てられ、 1898(明治31)年に小

学校が法泉町の谷奥に建設されるまで使用された。

現在は南に面する本堂とその西に接続する庫裏、

2軒の住宅があり、境内には福光石製の井戸が 2

つ残されている。 1つは芝居小屋の跡地、もう 1

つは本堂東にあるもので、後者は温泉津でも最も

大きな部類に人るものである。

［参考文献］

温泉津教育委員会1999『1999温泉津 伝統的建造物群保

存対策調蒼報告書』

大田市教育委員会2009『重要伝統的建造物群保存地区 ・

大田市温泉津伝統的建造物群保存地区 保存対策調査報

告書』

温泉津町1995『温泉津町誌』

「多田家文書」（個人蔵）

「木津屋文書」 （大田市教育委員会所蔵）
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第 2節調査の経過

平成20年度までは浄土宗西念寺の調査を3カ年

かけて実施した。平成21年度からは他の宗派の募

地を調査することとし、古層の石塔の存在や個体

数が適当なことから、悉皆調査の対象を真言宗金

剛院墓地とした。

平成21年度の調査は 5月26日の石造物調査指導

会において、金剛院墓地の調査と温泉津周辺の古

相の墓石を対象として実施する方針が決められた。

金剛院墓地の調査は 8月以降に実施した。途中 8

月17日~8月19日には立正大学池上悟教授及び学

生にも参加していただき、調査の効率化を図った。

また、温泉津周辺の石造物調査は、 6月15日に

温泉津沖泊道沿いの石造物を、 9月16日に温泉津

町井田中正路に所在する石造物を実施した。以後、

資料整理を行い、報告書作成を行った。

なお、金剛院墓地の石造物については鳥谷芳雄

氏により既に一部が紹介され、現状でぱ温泉津地

区でもっとも古い石造物として位置付けられている。

［参考文献］

島根県教育委員会 ・大田市教育委員会2006『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 6一温泉津恵跳寺墓地ー』

島根県教育委員会・大田市教育委員会2007『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 7一温泉津地区の分布調査と西念寺

墓地悉皆調査(1)ー』

島根県教育委員会 ・大田市教育委員会2008「石見銀山遺

跡石造物調査報告書 8ー温泉津地区の分布調査と西念寺

墓地悉皆調査(2)ー』

島根県教育委員会・大田市教育委員会2009『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 9ー西念寺墓地 (3) • 安原備中墓・

大光寺墓地ー』

鳥谷芳雄2008「温泉津金剛院の宝徳印塔について」『石見

銀山遺跡調査ノート 7』

第 3節確認された石造物の概要

金剛院では今回の調査において、いくつかの形

式の石造物の存在を確認することができた。ここ

では、各墓石の様相について記す前に、金剛院墓

地において確認できた石造物の形式について、そ

の概要を記すこととしたい。なお、基本的に石材

は、地元石材である福光石である。

一石宝箆印塔

方柱状の石材を、上から相輪・笠・塔身・基礎

と加工して造作された墓塔である。これまでの調

査で石見銀山においては、この形式が中世末期か

ら近世初頭に主体を占めることが明らかとなって

いる。金剛院墓地においては、境内西側墓地の中

に2基確認された。

一石五輪塔

一石宝簑印塔と同様、方柱状の石材を加工する

もので、上から空輪・ 風輪・火輪・水輪・地輪が

造作されている。やはり境内西側墓地において、

1埜が確認さ れている。

組合せ宝箇印塔

塔を構成する相輪 ・笠・塔身・基礎がそれぞれ

に造作されたもので、それらが組み合わされるこ

とにより完成する墓塔である。その特性ゆえに本

来の組み合わせを維持しているものは多くないた

め、実数の把握は難しい。境内西側墓地に 4基

（内 1基は日引石製品）、本堂東側に大型品が 1基

確認されている。

組合せ五輪塔

塔を構成する空輪・風輪・ 火輪・ 水輪・地輪が

それぞれに造作されたもので、それらが組み合わ

されることにより完成する墓塔である。境内西側

墓地において 2基が確認されている。
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無縫塔 筵標である。境内西側墓地において 5基が確認さ

円柱状石材の先端部を尖らせ、下部を窄ませる れている。

ように造作した塔身部分と、円形及び方形の台座、

蓮台からなるものである。僧侶階層の募塔として

採用されたもので、金剛院においても歴代住戦の

墓塔として造立されたと判断される。境内西側墓

地において 8基確認されている。

地蔵

地蔵として造作したものである。境内西側塞地

に4基ある。さらに岩窟内に石製地蔵 5基、陶製

地蔵 2基が確認されている。

円頂方形墓標

縦長の本体の頂部が丸く加工されたもので、本

変形宝塔

塔を構成する相輪・笠・塔身・基礎がそれぞれ

に造作されたもので、それらが組み合わされるこ

とにより完成する墓塔である。相輪は宝簑印塔の

相輪を模倣している。 笠は五輪塔の火輪を模倣し

ていると推定され、上部の露盤部分に隅飾状の突

起をもつ。塔身は丸みを持つ方柱状を呈し、四面

とも中央を窪ませる。また、内部は軽量化のため

深く穿たれている。基礎は蓮台を使用している。

この形態は他の墓地では類例がなく、特定の家系

に使用された可能性がある。

体の厚さに対して輻が上回る形態の墓標である。 石 殿

各墓地において確認される。 板状の石材を組み合わせて壁を造り、観音開き

の扉と寄棟平入り構造の屋根を伴うものである。

円頂方柱墓標 内部には石製観音像が配置されている。本堂南側

縦長の本体の頂部が丸く加工されたもので、本 に2基確認されている。

体の厚さと幅がほぼ同じ大きさの墓標である。境

内西側や北側の墓地において確認され、西側墓地

のみ調査を実施した。

平頂方柱墓標

方柱状の本体上部が平らな形態の墓標である。

境内北側の墓地において多数確認される。今回の

調査では境内西側墓地のみ調査を実施した。

突頂方柱墓標

方柱状の本体上部が丸みを持って突出する形態

の墓標である。境内北側の墓地において確認され

るが、今回の調査では基本的に調査の対象外とし

た。

笠付方形墓標

厚さに対して幅が上回る長方形状の本体に、別

固体の材を笠状に造作したものを載せて完成する
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第 5図 金剛院の石造物
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第 4節墓地と石造物の配置

真言宗金剛院は寺町通りの北部、南に開く谷戸

の北端に位置する。西念寺の東側尾根を越えた谷

である。谷戸は前面で幅40m、奥行き約60mを測

る。境内地は南側に石垣を築き一段高く造成し、

谷戸の中央に本堂を配置し、その西側に庫裡があ

る。東側には大きい横がある。境内地には福光石

製の井戸枠を伴う二つの井戸がある。本堂側の井

戸は一辺1.5mの方形の板石で築かれ、周囲の床

は切石により石畳となる。墓地に近い谷奥側の井

戸は円形に石を剖り抜いている。

金剛院の墓地は谷戸奥側（本堂北側）と本堂の

西側に形成されている。

西側墓地は比高差約 2mの上下二段に造成され

た墓地で、上段に上がるための階段が付属する。

上段の平坦地規模は長さ 13.5m、奥行き2.5~3 m 

を測る。一部は奥行き 6mを測る箇所があり、そ

こには岩窟が崩落したと考えられる窪地が残って

いる。今回、堆積物が著しいことから調査を実施

していない。

① 上段南側は長さ 6m、幅 3mの範囲が一段高

く、コンクリートで造成されている。そこには無

縫塔と組合せ五輪塔の 9基 (No.1~ 9)が整然と

配置されている。さらに南側には平坦面があり、

岩窟が崩落した形跡が確認できるが、未調査であ

る。（第 4図参照）

上段北側は長さ 7.5m、奥行き 2.5mを測り、中

央にある階段を挟んで 2グループに分かれる。

② 南グループは 6基の石造物からなり (No.10~

15)、種別として地蔵、組合せ宝徳印塔、変形宝

塔、無縫塔がある。

③ 北グループは長さ 2.7m、奥行き2.5mの範囲

がコンクリートで整地された上にNo.16~No.24が並

べられている。種別として地蔵、一石宝簑印塔、

一石五輪塔、円頂方形塞標があり、やや古層の一

群である。

④ 下段は整然と並べられた墓石と岩窟内に配置

された石仏群が遺る。一列に並べられた墓標は、

配置に規格性があり、基壇も一時期に築かれてい

ることから、ある時期に再配置されたものと考え

られる。

No.25~No.40までは長さ 15.5m、幅 lmに一列に

配置されている。その南側は地形に沿うためやや

列がずれている。長さ 5.5m、奥行き lmの基壇

上に、 No.42~No.49が一列に配置されている。これ

らの石造物は基本的に変形宝塔であるが、一部、

笠付方柱墓標や地蔵、組合せ宝筐印塔などがある。

一連の石造物の南には、前面に階段を持つ岩窟

があり、規模は幅 2m、奥行き 3mである。中央

の石製地蔵の両側に石製地蔵 4基、陶製地蔵 2基

が安岡されている。中央の地蔵の基壇として組合

せ宝筐印塔の基礎が使用され、この基礎は既に日

引石として報告されている°。さらに岩窟の南側

にはNo.51~No.54の墓標が上下二段に存在する。

谷戸奥側には近年の造墓により形成された墓域

がある。詳細な調査は実施していないが、種別と

して無縫塔 2基、平頂方柱墓標 6基、突頂方柱墓

標 2埜、円頂方柱墓標15基、燈籠 4基、五輪塔 1

基の合計30基の墓石がある。

一方、本堂東側には大型の組合せ宝徳印塔が 1

基、本堂南側には「西国観音札所」を移した「移

し霊場」として建立された石殿 2甚が存在する。

なお、第 4節の石造物No.は整理番号であり、挿

図番号ではない。

註

(1) 鳥谷芳雄2008「温泉津金剛院の宝懐印塔について」

『石見銀山遺跡調査ノート 7』
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第 5節各種墓石の様相

金剛院墓地で確認された石塔は13種類に及ぶ。

以下、個別に様相を述べる。

一石宝箇印塔は 2基確認された。西側墓地の上

段北側北グループにある。第 6図 1は基礎が長方

形を呈し、基壇を伴う。笠上の隅飾りは外側に大

きく開き、表面の文様も省略されている。相輪は

風化しているが、下端に蓮弁がわずかに遺存して

いる。 2は基礎、塔身とも縦長長方形で、これま

での調査結果から新しい要素であると判断できる

ものである。笠は風化し、隅飾りは不明な点が多

いが大きく外傾する。相輪は下端に蓮弁が遺る。

2基とも紀年銘がなく、製作年代は不明であるが、

江戸時代の17世紀代末頃の年代が想定される。

一石五輪塔は西側塞地の上段北側北グループに

1甚あり、一石宝筐印塔と同じグループに位置す

る。 3は細身の形態で、高さ 74cmを測る。空・

風輪や火輪など直線的で、地輪は縦長長方形であ

る。紀年銘がなく、時期は不明であるが一石宝簑

印塔と略同じ頃の造立と判断できる。

組合せ宝鐙印塔は 5基確認されている。 4と5

は西側墓地の上段北側南グループにあり、並列し

ている。 6は西側墓地の下段の岩窟内にあり、 7

は西側墓地の下段中央に位置する。 55は本堂東側

に単独で 1基造立されている。

4と5は通常の組合せ宝筐印塔で福光石製であ

る。 4は二重の蓮弁を表した台座の上に基礎がの

り、相輪と塔身を失っている。 5は塔身を欠損し

ている。相輪は中央部に一条の突帯が造作され、

その下部は大きく彫り窪められている。笠の下部

にも蓮弁が表されている。

6はすでに鳥谷芳雄氏により報告されている基

礎である。地蔵の台座として使用されているが、

組合せ宝被印塔の甚礎である。 黒 くすすけている

が、石材、形態か ら日引石製と考えられている。

周囲はコンクリートで固められているため一面の

みの観察である。幅50~52cm、高さ36.5cmを測

る大型品である。中央の輪郭内に格狭間が表現さ

れ、中央は甲盛り状を呈する。上部には立体的な

反花座が表現されている。間弁を挟む複弁表現で

あり、立体的である。立体的な蓮弁の反花座など

の形態や規模から、時期は14世紀末頃と考えられ

ている。

7は相輪頂部を欠損しているが総高194cmを測

る大型品である。風化が著しく銘文はわずかに判

明するのみである。相輪は長く、中央に突帯を有

し、その上に蓮弁が表現されている。笠の下部に

も蓮弁が表現され、全体に整正な造りである。文

化12(1815)年に造立されたことがわかる。しか

し、組合せ宝炭印塔は基本的には文化年間まで製

作されておらず、形態的にも古層であることから

再建時に当初の石塔をかなり忠実に製作したもの

と考えられる。

55は総高390cmを測る大型品で、総供養塔とし

て造立されたものと考えられる。墓壇は高さ228

cm、最大幅は257cmを測り、 11段に築かれてい

る。最上段は二重に表現された蓮弁を有する蓮台

である。その下は反花座を有する基壇で、各面に

三枚の蓮弁が表現されている。その下は直方体の

基壇となり、ここに銘文がある。さらに直方体の

石材で組み合わされた基壇が存在する。

基礎は縦長長方形で、各面の剥離が著し く、現

状で43cmを測るが、本来の幅は不明である。側

面に一字文字が残る。

塔身は四面に月輪が浮き彫りされる。笠は大き

く外側に開いた隅飾りを持つ。石見銀山に通有の

形態ではなく、その系譜を他に求める必要がある。

現在、相輪部分には転用された五輪塔の空・風

輪が置かれている。一方、本堂北側に長さ92cm

の相輪があり、本来、これが配置されていた可能

性がある。相輪の下部はコンクリートにより不明

であり、当初の高さは復元できない。これらを組

み合わせて、本来の宝簑印塔の総高を推定すると

453cmとなる。

紀年銘はないが、基礎に残る願主の時代考証か
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ら18世紀末~19世紀初頭の可能性が指摘される。

組合せ五輪塔は西側墓地の上段南側に 2基あり、

無縫塔群の一角を占める。 8は基壇の上に地輪、

水輪、火輪がのる。基壇には銘文があるが、多く

が剥離している。 9の火輪は扁平で、大きく反る。

火輪に梵字がある。地輪の下には二重の蓮弁を有

する台座と甚壇がある。紀年銘などはなく、製作

年代は不明である。

無縫塔は西側墓地の上段南側に 7基、北側南グ

ループに 1基の計8基が確認されている。上段南

側は組合せ五輪塔ともに墓域を形成し、北側南グ

ループは組合せ宝腋印塔や変形宝塔などと一群を

形成している。これらの石塔はある時期に整理さ

れ、現状をなしていると考えられることから移動

されている石塔も多いと判断される。

無縫塔は13や15のように頂部が三角形を呈し、

直線的に尖るものや12や14のように丸みを有する

ものもある。後者は一重の蓮弁をもつ台座とセッ

トになる。 15は台形状の台座である。銘文は基壇

に残るものがある。12は「阿閾梨」、 14は「権大

僧都」の文字が残る。 10は昭和30(1955)年、 14

は宝暦 8 Cl 758)年、 16は明治28(1894)年であ

る。

地蔵は西側墓地の上段北側南グループに 1基

(17)、北側北グループに 1韮 (18、38)、下段北

側に 1基 (19)の4某確認されている。 17は地蔵

が基壇と同一石材から彫り表されている。両手に

憧幡をもつ座像である。 18は基壇と地蔵が別造り

で、やはり両手に幡幡を持っている。 19は光背を

有する立像である。長方形の石材を 3段に組んで

基壇とし、その上に蓮弁を有する台座を配置して

いる。左手には如意珠、右手には錫杖を持ってい

る。線香立てと花立てが付属する。西念寺墓地の

調査時に立像である地蔵を分類している。 I類：

地持地蔵（両手を合わせ念珠を持つ）、 II類：宝

性地蔵、 III類：鶏亀地蔵、 IV類：法印地蔵、 V類：

地持地蔵（両手で念珠を持つ）、 VI類：両手を袈

裟で隠すもの、 VIl類：陀羅尼地蔵、 V1ll類：法性地

蔵である。 17はIV類、 19はIII類で、 18はIV類の可

能性がある。立像と座像の違いについては今後検

討が必要である。 38は西側墓地の上段北側北グルー

プにあり、上部が平坦で、地蔵が載る可能性が考

えられる。内部は大きく剖り込まれ軽量化が図ら

れている。

円頂方形経標は西側募地の上段北側北グルーフ゜

に4基 (20~23)、下段に 3基 (24~26) の計 7

基確認されている。 20の正面には枠囲いが施され

ている。 20~23は1段の基壇上に本体が造立され

ている。24~26は規模が大きく、 24は2段の基壇

上に本体が造立され、前面に線香立てが配置され

る。 25は方形基壇上に中央部に突帯をもつ台座を

置き、その上に本体を造立している。その台座は

類例が少ない。 26は蓮弁を二重に表現した台座上

に本体を配置されている。台座上面には幅26cm、

奥行き18cm、深さ 1cmの剤り込みがある。本体

は下面から方形に剖り込みが入り、軽量化されて

いる。前面に 2基の線香立てがある。線香立て

l類（左側）は幅10~12cm、長さ20~24cm、高

さ15cmを測り、高さが高く、下面は二段に彫り

抜かれている。表面に文字が浮き彫りされている

個体もある。 2類（右側）は幅10~12cm、長さ

20~22cm、高さ 8cmを測り、下面は上げ底状に

ある。

紀年銘には1756(宝暦 6)年、 1819(文政 2)

年、 1823(文政 6)年、 1879(明冶13)年があり、

23は1979(昭和54)年に無縁墓として造立されて

いる。

円頂方柱墓標は西側墓地の下段に 2基 (27、28)

確認されている。 27は基壇上に蓮弁が施された台

座が配され、本体を設置している。総高が136cm

を測る大型品である。 1870(明治 4)年に造立さ

れた先祖供養塔で、天正や寛永年間の銘文がわず

かに残る。 28は1901(明冶35)年の造立で、金剛

院墓地では円頂方柱墓標は明治以降に使用されて

いる。

平頂方柱墓標は西側墓地の下段に 4基(29、30、
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31、32)確認されている。 29は3段の基壇に本体

を造立し、本体下部に蓮弁が施される。前面の線

香立ては幅10~12cm、長さ22~25cm、高さ15cm

を測り、下面は一段に彫り抜かれている (3類）。

30は大型の先祖供養墓であり、総高116cmを測る。

反花座の上に本体を置かれている。 31は2段の基

壇に蓮弁を有する台座、本体を造立している。本

体表面は浅く剖り込みが施される。基壇上には 2

類の線香立てが 2基と花立てが置かれる。 32は2

段の基壇上に、風化しているため蓮弁は見えない

が台座と本体が造立されている。本体は70cm、

総高118.5cmと大型である。平頂方柱墓標は明冶

～大正期に建てられている。

笠付方柱墓標は笠を失っている場合があり明確

にしえなかったが、ここでは頂部に丸みを持たず

平坦なもので、笠付方柱墓標の可能性があるもの

を含めて扱う。西側墓地下段から 5基 (33~37)

確認されている。 36、37は下段の岩窟南側に存在

する。 33は3段の基壇の上に蓮弁を有する台座と

本体が造立されている。笠は、前面を破風とし、

棟上には長方形の突起が付く。前面には花立てが

付属する。 34は頂部が平坦で、笠付方柱募標の可

能性がある。前面には線香立て 1類と花立てが付

属する。 2段の墓壇に蓮弁を有する台座が載る。

35は2段の基壇に台座を置き、その上に本体を造

立されている。台座に蓮弁を有するか突帯を持つ

かは不明である。笠の棟は妻入りに表現されてい

る。 36は基壇を持たず、本体に笠が付属する。笠

の上面は平坦である。 37は笠を有するが、変形宝

塔の可能性も考えられる。基礎には枠囲いが彫り

込まれ、下方が裾広がりに表現され宝簑印塔の某

礎とも類似する。塔身は直方体で、表面は風化し

ている。笠は台形状を呈する。上面には相輪を差

し込む穴が穿たれている。紀年銘は1878(明冶11)

年、 1810(明治 3)年、 1881(明冶15)年とすべ

て明冶期である。

その他は 3基あり、西側墓地の下段に位置する。

39は方柱状の石材が基壇上に造立されている。表

面には銘文は見えない。 40の墓標は宝珠、笠、長

方形材（銘文有り）、台座、基壇からなる。台座

は30と同じような反花座を持つ。 1816(文化13)

年の再建塔である。銘文には元和や寛永の紀年銘

が入る。 41は3段の基壇上に蓮弁を持つ台座が置

かれ、その上に宝珠がある。本来の形態は不明で

ある。

変形宝塔は金剛院墓地に特徴的な形態である。

西側上段北側南グループに 2基 (42、43)、下段

に11基 (44~54)の合計13埜確認されている。か

なり風化が進んでおり、剥離や欠損が著しい個体

がある。銘文から、この形態は特定の家系の墓塔

として使用された可能性が高い。配置からある時

期に再整理された可能性も考えられ、判明する銘

文から北側が古い傾向にある。

変形宝塔は相輪・笠・塔身・珪礎・基壇の組合

せからなる。遺存状況の良好な個体から個別部位

ごとに記述する。

相輪は組合せ宝箇印塔の相輪を模倣している。

遺存するものとしては、 44、45、47、48、50~52

がある。 45は石見銀山通有の組合せ宝徳印塔の相

輪である。 44は全体像がうかがえる。上下に請花

を持ち、九輪は明確な輪状を呈する。伏鉢を有さ

ない。 48の相輪は下部請花が直線的で広がらない。

50は伏鉢を有し、下部請花は二重に表現されてい

る。 52の下部請花は直線的で、蓮弁の表現は退化

している。

笠は五輪塔の火輪を模倣していると考えられ、

上部に露盤を有し隅飾状の突起を配している。突

起は 1段に表現されている もの (42)、 2段に表

現されているもの (46、47)がある。笠の高さは

高いもの (46、47、50、51)と低いもの (42、

43、45、49、52~54)があり、新しくなると高さ

が低くなる傾向にある。

塔身は方柱状を呈し、上下端から丸みを持ちな

がら側面に移行する。上下端は笠や茎礎に接合す

るために突起を有するものと平坦なもの (54)が

ある。表面は四面とも中央を枠囲いして内部を彫
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り窪めている。枠囲いは方形で、四隅に突起を表

現する。 44のみ突起がなく、長楕円形を呈する。

内部は軽量化のため深く穿たれている。古いもの

ほど内部は大きく穿たれ、新しくなると47のよう

に上下から少し穿たれるのみになる。

基礎は基本的に蓮弁を表現した蓮台を使用する。

蓮弁を二重に表現したもの (42、43、50~54)、

一重に表現したもの (44~48)がある。数少ない

紀年銘から判断すると、 18世紀のものは一重で、

19世紀になると二重となり、一重から二重へと変

化している。

また、蓮台は他の墓標でも使用されており、共

通性がある。基壇は 3、 4段に組まれ、石塔の配

置された方柱状の石材にも規格性がある。

また、多くのものに線香立てや花立てが付属し、

複数個体存在するものもある。

紀年銘では1775(安永 4?)年、 1787(天明 7)

年、 1806(文化 3)年、 1838(天保 9)年が確認

できる。

石殿は本堂南側に 2基確認できる。板状の石材

を組み合わせて壁を造り、観音開きの扉と屋根を

伴うもので、内部には石製観音座像が安置されて

いる。同様なものは西念寺で調査されており、今

回、実測は実施していない。
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第 6節金剛院墓地調査のまとめ

真言宗金剛院墓地の墓石調査は55基を実測した。

その他に近現代の墓標30基、井戸2甚が確認された。

真言宗の墓地として調査を実施し、無縫塔にわ

ずかにその情報が含まれていた。頭書等から宗派

を表現する個体はほとんど確認されなかった。

金剛院墓地の調査では大森や温泉津で初例の変

形宝塔を確認することができた。

真言宗金剛院で確認された墓石のうち特徴的で

あったのは、 13基が確認された加賀屋に独占的に

使用されていた独特の型式の墓塔である。墓塔は

基本的には塔身による区分に基づくべきと考えら

れ、この視点からは塔身が方柱状を呈する構成は

異常であり変形宝塔と称したところである。

この変形宝塔は、長い相輪部と、五輪塔の火輪

を基本として上部に露盤を造作し宝簑印塔の笠上

の隅飾りに類似する意匠を付加した笠部、基本で

ある円筒形を角および上下端部を丸く仕上げると

はいえ方柱形とする塔身部、蓮弁を表した台座か

ら構成されたものであり、 4段を基本とする基礎

の上に造立されている。確認された紀年銘からは

安永期の18世紀の70年代以降の造立が確認される

ところであり、塔身の高さ42cm(1尺 3寸）、総

高は180cm(6尺）ほどを基本として一定期間造

立され続けたものである。

一体に伝統的な石塔型式の組合せの規範を逸脱

した墓塔の造立は、近世的特質として認識される

ところであり、各地大名墓に顕著に窺われるとこ

ろである。特定の家ごとに特定型式の幕塔を維持

するためには、専業石エ集団の存在と安定した財

カの維持が前提となる。

松江・月照寺に所在する松江藩松平家において

は五輪塔の水輪である円形の塔身に宝堕印塔の笠

部を組合せた宝簑印塔・五輪塔混合型式が特徴的

であり、この型式は他の大名家でも造立されている。

近世大名墓にあっては可能であったものが、規

模を縮小して地方に現出したものと理解されると

ころであり、加賀屋の財力を背景として現出され

た墓塔型式として認識されるものであり、類似墓

塔型式は江戸所在の大名墓にも確認される。

海運業を背景とした江戸時代の温泉津地区にあっ

ては、有力尚人層による墓所の整備も顕著である。

日蓮宗恵洸寺境内に顕著な小形墓石を多数並列安

置した廟式墓所も多田一門による墓所整備の所産で

あり、 一連の先祖供養の結果として理解されよう。

銘文には、天正年間や元和年間の紀年銘があり、

加賀屋は古くから温泉津を拠点に活動を行ってい

ることがわかる。紀年銘から変形宝塔は18世紀後

半から使用されていることが判明した。それ以前

については 7の1815(文化12)年銘、 27の1870

（明治 4)年銘の再建塔に記されており、当初の

石造物の形態については不明である。

変形宝塔を含め墓地区画の下段は整然と配置さ

れていることからある時期、再整理されたと考えら

れる。その時期は明確にし得ない。再建塔の年代を

見ると7が1815(文化12)年、 40が1816(文化13)

年、 30が1868(明i台2)年、 27が1870(明治 4)

年であり、文化年間と明冶初年の 2つのまとまりが

あった。

石殿は西国観音札所を移した「移し霊場」であ

る。西念寺では 6基確認された。また、温泉津港

に面した岩窟内から 5基確認され、 一部に大正13

(1924)年銘が認め られた。今回、金剛院から 2

基確認された。西国観音札所は33ケ所あり、他に

類例を調査し、 「移し霊場」の広がりを確認する

ことは、温泉津地区の宗教的なつながりを確認す

ることができる。「恵跳寺文書」内に「移し霊場」

を調査した史料があることを石見銀山課今田善寿

氏から教示いただいた。この史料によると西念寺、

港、恵洸寺、上野、金剛院、日祖、龍澤寺、小浜

延命院、松山にあるという。今回、恵洸寺、龍澤

寺、 上町地区、小浜延命院、日祖海竜寺で確認す

ることができた。この一帯が札所の配置された範

囲と考えられる。

当寺本堂の東側に建てられている組合せ宝簑印
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塔 (55)には銘文があり、願主・施主として12人

の名前が彫られているが、一部摩滅しているため、

現在確認できるのは 9人分である。（銘文は第 5

表参照）

このうち中尾藤左衛門、梅田初左衛門、中嶋平

左衛門、川村市左衛門は温泉津の商人で、温泉津

へ寄港する廻船を扱う問屋業を主 としていた。

1692 (元禄 5)年の温泉津町屋敷絵図（写）では

四氏とも港付近に屋敷地を有するが、港近くに敷

地を所有していたのは当時の有力な廻船問屋衆で

ある。また、中尾氏、中嶋氏は自らも廻船業を営

み、さらに中嶋氏、川村氏は近世初頭には「老中」

とも称される町の有力者だった。

川北勘左衛門・川北弥右衛門はいずれも石見銀

山の麓大森の町人で18世紀末~19世紀前半に当主

だった人物である。川北氏は代々屋号を泉屋とし、

勘左衛門家は中市泉屋、弥右衛門家は大森泉屋を

称した。両家ともに大森町役人を勤めており、特

に川北勘左衛門は代官所と石見銀山領村々とを仲

介する郷宿にもなっていた。ただし、勘左衛門は

1804~06 (文化元~3)年頃起こ った上野四郎三

郎代官借財一件叫こ巻き込まれ、中追放となる。

中場瀧右衛門と高木勘之助は石見銀山附地役人

の同心で、両家ともに石見国出身で慶長年間、初

代銀山奉行大久保長安に取り立てられ、幕末まで地

役人を勤めた家で、中場瀧右衛門は1752(宝暦 2)

年~1786(天明6)年まで同心を勤め、 1801(享和

元）年に死去、高木勘之助は1800(寛政12)年～

1805 (文化 2)年まで同心、同年に死去している。

大坂紙屋半次郎はおそらく温泉津の問屋衆と取

引のある商人だろう。半次郎ではないが、「温泉津

埃廻船入津客船帳」 (1797~1802) には大坂の紙

屋所有の廻船が温泉津に入津している記録がある。

この宝椀印塔には紀年銘がないが、これらの人

物を見ると、川北勘左衛門の主な活動時期が18世

紀末であること、中場瀧右衛門が1801年に死去し

ていることなどから、 18世紀末~19世紀初頭の建

造ではないかと推定できる。（第 3表）

この宝簑印塔が建てられた目的は定かではないが、

当然、施主となった人々は当寺あるいは温泉津と

何らかの関わりがあっただろう。願主の中尾藤左衛

門は既述されているように当寺の氏子惣代であり、

ほかの温泉津商人も当時の有力商人である。

また、中場瀧右衛門は当寺境内に子どもの墓石

（時期不明）を建てており、瀧右衛門の跡を継い

で地役人になった勝之進の倅の墓もある (1819/

文政 2年）。高木勘之助についてははっきりしな

いが、勘之助の父佐兵衛が1797(寛政 9)年に温

泉津船表番所に詰めているので、何らかの関係が

あったのかもしれない1210

川北両家は恵洸寺檀那であり、同時期に恵洸寺

にも石塔を建てているが、当寺との関係は不明で

ある。

註

(1) 大森代官上野四郎三郎が領民からの借銀を返済

せず、問題にな った事件（文化元~7年）。上野

代官の借銀の際に代官と領民の仲介をしたのが、

大森町の郷宿衆であり、川北勘左衛門はその中心

だった。

(2) ただし、明i台4年の 「宗門人別御改帳」によれ

ば、高木家の檀那寺は浄士宗勝源寺とある。また、

中場家については不明。

第3表関係者活動時期

1740 1760 1780 1800 1820 

中尾藤左衛門-----------------------------
中嶋平左衛門

川北勘左衛門 —--- (1806) 
・・・・・・・・・・-・-・・・-・-・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・-・-・-・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

川北弥右衛門 —------------- ------
··············· •·· ···· •-· ·-···-····-···•·-···· ·-- ············-···-··-·-····· ·· ·- ·-··· ······-•········•·-··· -· -- ·· ··· ·········-·-········ · —· -·-·· ·· ······· 

中場瀧右衛門 —----- (1801) 
·····-·····-···· · · · ··· · · · ···············•······· · · · · · · ··· ······· •············· ····· · ·• ······-•········ •····· ··· ·· ···· ···-·-·····-··········· · ·· ························· · · ··· ····-······· 

高木勘之助 —---------41805) 
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第 7節 温泉津地区における特徴的な墓石

石見銀山遺跡関連の石造物調査の一貫として、

港湾関連として温泉津地区においても平成17年度

より墓石の所在調査を実施してきた。日蓮宗・恵

洸寺、浄土宗・西念寺および今回報告する真言宗・

金剛院に関連する墓地の調査である。

調査の結果、温泉津地区においては銀山地区に

は所在が確認されていない特徴的な墓石の存在が

確認されており、その位置づけが問題となるとこ

ろである。

その 1は、花商岩製の板状をなす頂部の尖った

「尖頂方形墓標」の存在である。西念寺の脇の温

泉津沖泊道をやや遡った地点に所在する 5群ー21

として報告した資料である。

高さ71cm、下幅30cm、下端厚さ 18cm、上端厚

さ12cmを測る墓標本体の表面を、輪郭部を残し

て一段彫り窪めるものである。

表面には信士 2名の戒名と元禄十三年と享保□
年の紀年銘が確認でき、明確ではないが、 18世紀

の20~30年頃の造立年代を想定することができる

ものである。

この型式の墓石は、銀山地区には確認されてお

らず、銀山地区とは異なった系統のもとの現出と

想定することができる。全国的視野で検討すると、

墓標の型式名称は統一されていないものの「尖頂

方形墓標」は、関東地区で17世紀の初頭に出現・

定型化した「光背形墓標」の時期的変遷を辿った

結果として現出するものと考えられ、 17世紀代を

中心として広く畿内• 四国・九州地方の各地に確

認することができるものである。

墓石の石材として花岡岩を使用する例は、西念

寺墓地では、高津屋関連の笠付方形墓標 2基を確

認することができる。また銀山地区では、奉行・

代官墓が多数造立された浄上宗．勝源寺の街道を

挟んで対峙する山裾に大規模に造営された熊谷家

墓所のうち、歴代の当主墓に限定的に花岡岩が使

用されており、一般的な地元産出の凝灰岩である

3 ••• >
0 50ロn

1・光背形墓標：東京池上本門寺墓地（元和 6・1620年）

2 . 尖頂方形墓標：奈良県極楽寺墓地ほg宝6・1678年）

3 . 尖頂方形墓標：大分県女狐墓地（正徳2・1712年）

4 

4 • 尖頂方形墓標：温泉津西念寺 5-21(元禄 13・1700?)

第18図尖頂方形墓標

福光石とは殊更に異なった石材を使用する点にお

いて経済的優位性を明示するものと思慮される。

江戸時代前期における花岡岩製の墓石は、広く

山陰地方の海岸部における所在を確認できるとこ

ろであり、寛文期以前における墓石造立が普遍化

する以前において広く流通した状況が想起される

ところであるが、石材産出地は確定してはいない。

温泉津に所在する神社の鳥居のうち花岡岩製品

は龍御前神社・享保16(1721)年、水上神社・享

保 9 (1724)年が確認されており、前者は 「備後

尾道／石エ清三郎」、後者は「石エ／尾道／山根

歳三良」と石エ名を刻んでいる。周辺の類例を勘

案すると尾道石工は江戸時代を通じて当該地域の

花岡岩製品の製作に関わっている点が確認できる。

これ らを考慮すると主要な花岡岩石材の供給地と

して山陽側を検討の対象とする必要があるものか
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と思われる。

温泉津地区における特

異な墓石型式との関連で、 1660 

1670 

益田地区の墓地における 1680 

1690 

様相を調査した。その結 1700 

1710 

果は、花岡岩製の「尖頂 1720 

1730 

方形墓標」は益田地区と 1740 

1760 

の密接な関連が想起され 1760 

1770 

るところである。 1780 

1790 

他の地区と同様に、益 1800 

1810 

田地区も墓地整理が行わ 1820 

1830 

れ古墓石が片付けられて 1a40 I ー～花刷岩
1850 

おり、検討に耐える資料 1860 

を把握できたのは、浄土

第4表 益田・暁音寺墓石集成

笠
付
方
柱

宗・暁音寺境内墓地のみである。

暁音寺境内墓地において確認できた最古

の紀年名は寛文 3(1663)年であり、花岡

岩製の「尖頂方形墓標」である。以降幕末

に至る200年間に確認できる主要墓石型式

は、「尖頂方形墓標」を含め「円頂方形募

標」、「円頂方柱墓標」、「突頂方柱墓標」、

「笠付方柱墓標」の5種類であり、自然石

を利用した墓石も数例確認できる。

既往の銀山地区における墓石調査の成果、

および各地の墓石の様相から判断すると各

種墓標のうち、笠付の方形ないしは方柱墓

標は、時期的特徴を明示するものではなく、

相対的に上位の造立階層を限定するものと

考えられる。

尖頂方形墓標は、紀年銘が確認できる資

料としては寛文 3(1663)年以降、享保14

(1729)年に至るまでに10基を確認でき、

9基までが花岡岩製であり、ほぽ限定的な

在り方を明示している。この尖頂方形墓標

は当該地区における最古の瑳石型式として

現出しており、 17世紀代おいては独占的な

様相を窺知することができる。

次いで1700年代に現出するのが円頂方形

b

9

 

,• 
，
 

r
 

~
 

写真 1 益田・暁音寺の墓石
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墓標であり、宝永 8Cl 711)年から安政 6(1859) 

年に至る150年間に23基の造立を確認できる。宝

永 8年例は砂岩製であり、花固岩製墓標は23基中

の6基を占めるに過ぎない。時期的に新しくなる

と花岡岩製の墓標の造立が逓減することの反映で

あろうと考えられる。

以上の方形類墓標に次いで1730年代に現出する

のが円頂方柱墓標であり、享保17(1732)年を最

古として安永 9Cl 780)年までの50年間に 7基の

造立を確認できる。花岡岩製の墓標は 7基中の 5

基と70%を占める。これは円頂方形墓標の1780年

代までの総数 9基中に占める花岡岩製品が 4基・

44%である点と比較すると、高率である点が確認

できる。

方柱類墓標として主体を占めているのは、円頂

方柱墓標と同じく 1730年代に現出して幕末に至る

突頂方柱墓標である。 享保18(1733)年から慶應

4 (1868)年に至るまでに49基の造立が確認でき

る。このうちの12基・ 24%が花岡岩製品であり、

占有率は少ないものの、安定して供給されている

点が確認できる。

笠付方柱墓標は、元禄 5(1692)年から安政 6

(1859)年に至る間に23基の造立が確認される。

このうちの 17甚• 74%が花岡岩製品であり、この

点においても石材を他地区から搬入するという点

において上位階層の造立にかかる点を確認するこ

とができよう。

暁音寺近世募標の総体的特徴としては、方形類

墓標から方柱類墓標への変遷が順調には果たされ

ていない点を確認できる。円頂方形墓標から円頂

方柱墓標への転換が果たされることなく、幕末に

至るまで突頂方柱墓標の補完型式として円頂方形

墓標が造立され続けており、この点を最大の特徴

として認識することができよう。

以上、僅かに総計112基に過ぎないが、暁音寺

に確認できた近世墓標の変遷を使用石材との関連

で検討した。その結果としては、近世墓標現出の

当初は独占的に、 1690年代以降は限定的に墓標石

材として花岡岩が使用された状況を確認すること

ができた。

花岡岩以外の石材としては、風化の著しい砂岩、

安山岩などの地元石材が確認されるところであり、

18世紀代以降の墓標普及期の主体を占めている。

温泉津・西念寺で確認された花涸岩製尖頂方形

墓標は、益田・暁音寺の様相から想定すると、尖

頂方形墓標造立の終末期に該当しており、墓標使

用石材としては未だ花岡岩が主体を占める時期に

相当している。

銀山より東方の地区においては、松江市宍道町

に位置する岩屋寺所在石造物の中に、高さ 75.5

cm、幅34.. 5cm、厚さ 12cmの尖頂方形墓標の所

在が報告されている。表面は風化著しく銘文は確

認されていないが、その後近代に至るまでの松江

地区の近世墓標の主体を占める来待石製品であり、

当該地区における初現資料として位置づけること

が可能であろう。

来待石製の尖頂方形塞標が製作されている実際

は、これに先行して他石材の墓標が造立していた

実態を想定することが可能であり、花岡岩製であっ

たものと思慮される。

温泉津地区に核にされる尖頂方形墓標は、現状

では唯一の存在である点に留意すると、石見地域

の西方の益田地区あたりの造作にかかる墓標の移

入とも想定することも可能であろう。

温泉津地区における特徴的な塾標の 2は、日蓮

宗・恵洸寺 と浄土宗・西念寺墓地で確認された

「光背形墓標」と呼称した板状の墓標である。当

該地区には、東国に特有な「光背形墓標」が存在

しない点から斯く呼称したところであるが、尖頂

方形墓標の祖形としての「光背形墓標」との比較

の上では、厳密には「舟形光背墓標」と呼称すべ

きと考えられる。

恵洸寺基地に確認できた資料は、福光石製の高

さ110cmの頂部が丸く尖り、上部に34cmの最大

幅を有し下部が収束する縦長の形態を呈するもの

である。厚さ 12cmを測る板状形態の下端には柄
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を造作しており台石を伴って造立されたものであ

る。本体正面は幅 3cmの輪郭を有して内部を彫

り窪めており、下端部には間弁を伴う蓮弁を表現

している。正面上部に七字題目と法華経如来壽量

品の侶文を刻み、下半部に戒名と慶長 5 (1600) 

年の紀年銘を表している。

西念寺墓地では、いずれも福光石製の 3基の同

型式の墓標の存在が確認できた。 3号窟に安置さ

れていた墓標は、厚さ 9cmの台石を伴って造立

されていたものであり、高さ 128cm、最大幡44

cm、厚さ 12cmを測る。形状は恵洸寺例に酷似す

るところであり、正面上部には宗旨に合わせて六

字名号を刻み、下半部に子供を含む一族17人の戒

名と、慶長15(1610)年の紀年銘を表している。

大規模な松浦窟には、奥壁沿いの一段高壇上に、

組合せ式宝筐印塔 3基と、 2基の舟形光背墓標が

並列して安置されていたものである。高さ 150cm

を測る大形の資料は、上部最大幅47cm、厚さ 12

cmの規模である。正面周囲に輪郭を有し下部が

収束して蓮弁を表現する基本形態を採るものであ

り、厚さ 14cmの台石を伴っている。表面には上

部に六字名号を刻み、下半部に戒名と慶長の紀年

銘を表しているが摩滅により明確ではない。

高さ 101cmの小形の資料は、上部最大幅40cm、

厚さ 9cmの規模である。高さ30cmの台石上に柄

を伴って造立されているものと想定されるもので

ある。本体正面は風化により銘文は確認できず、

台石表面に僅かに確認できる。他の類例と大きく

異なる特徴は、頂部の突出が顕著にして正面周囲

の輪郭はなく、下端部の蓮弁は間弁を省略して粗

雑に表現される点である。

以上の温泉津地区に確認できた 4例の舟形光背

墓標は、大きく 2顆に分類が可能である。恵洸寺

の慶長 5(1600)年、西念寺 3号窟の慶長15(1610) 

年と松浦窟の慶長□年の 3例は、円みを有する頂

部の突出、本体正面の輪郭、下端部の間弁を伴う

蓮弁表現、薄い台石を伴う点において共通してお

り、この墓標型式の基本形として認識される。

I~奈良県 ：入谷墓地

（元禄 13・1700年）

2~温泉津：恵洸寺墓地

ほ戌5・1600年）

3~温泉津：西念寺3号窟

（慶長 15・1605年）

6 5 ロニ -4 

7
 

8 ニ
4・5-西念寺松浦窟

這長0年）

6•7·8·9-松江市：岩厖寺

A9·B3•B2·B4 

! -

第19図舟形光背墓標

この甚本形に対し松浦窟の一例は、頂部の顕著

な突出、正面周囲輪郭の消失、間弁を伴わない下

端部蓮弁表現、高い台石を伴う点において異なっ

ており変容形として年代的後出を想起させる。

墓本形が慶長年間 (~1615) までの造立と想定

されるところであり、変容形は慶長年間以後の元

和年間 (1615~1624年）頃の造立の可能性が高い

ものと考えられよう。

島根県下において現状で確認できる他地区の類

例は、松江市宍道町に位置する岩屋寺所在石造物

の中の、板碑として報告されている 4基の資料の

みである。
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板碑と報告されているものの、明らかに墓標と

して造立されたものと判断できる。 4基ともに地

元石材としての来待石を使用したものであり、本

体高さは110~129cmを測るものである。頂部の

尖る舟形光背形であり、下端部に柄を造作して台

石を伴って造立されている。厚さは14~20cmで

あり、背面は丸く舟底状を呈している。本体正面

は周囲輪郭を有して内側を一段彫り窪めている。

岩屋寺所在資料を温泉津地区の 4基の墓標と比

較すると、①頂部の尖る舟形光背形、②正面は周

囲輪郭を有して内側を一段彫り窪め、③下端部に

柄を有して台石を伴う、④正面に名号を刻む点に

おいて類似している。しかし温泉津地区 4例が板

状を呈するのに対し、岩屋寺所在資料は背面を丸

＜舟底状に仕上げる点において異なっている。

岩屋寺所在資料は、本体正面に梵字種子、名号

とともに戒名を刻むものであるが、紀年銘が確認

されず造立年代は不明である。しかしながら、地

域に普遍化した墓標型式ではない点を強調すれば

17世紀後半代頃の所産と推定して大過ないものと

判断できよう。

この岩屋寺所在資料の系譜を地域内に限定して

想定すれば、温泉津所在例を規範として想定する

ことも可能であろう。しかし関西地区で舟形墓標

と呼称される類似型式の墓標は18世紀代の主要型

式である点を確認できるところであり規範形とし

て位置付けることも可能であろう。

鳥取県の大山町の旧中山町域には舟形光背形で

彫り窪めた内部に宝徴印塔ないしは五輪塔を浮き

彫りした関西系の墓標の存在が知られ、束積地区

で承応 2 (1653)年、殿河内地区で貞享元 (1684)

年の紀年銘が確認されている。この種の墓標は、

赤碕塔の所在地として著名な隣接する旧赤碕町の

花見潟墓地にも所在している。

これら伯習地域における様相をもって勘案する

と、出雲地域においても関西系の墓標の波及を想

定することも可能であろう。

造立年代の明確ではない資料の系統推定には困

難な現状ではあるものの、墓標型式要素の類似と

いう点において関連性を問題としてみた。今後の

資料集成を侯っての検討が不可欠であろう。

［参考文献］

坪井良平 「山城木津惣墓墓標の研究」『考古学』第10巻第

3号昭和14年

大分県教育委員会「女狐墓地」『九州横断自動車道関係埋

蔵文化財調査報告書(5)』平成 8年

岩屋寺石造物調鉦団「岩屋寺石造物調査報告」『来待ストー

ン研究』 9 平成10年

池上 悟「近世墓石の諸相」『立正大学人文科学研究所年

報』第40号平成14年

白石・村木編「大和における中・近世墓地の調査」『国立

歴史民俗博物館研究報告』第111集平成16年

縣 敏夫「近世墓塔の発生にみる形態について」『日本の

石仏』第li5号平成17年

島根県教育委員会・大田市教育委員会「温泉津地区恵洸

寺墓地」『石見銀山遺跡石造物調査報告』 6 平成

18年

島根県教育委員会・大田市教育委員会「温泉津地区の石

造物分布調査と西念寺墓地悉皆調査(1)」『石見銀

山遺跡石造物調査報告」 7 平成19年

島根県教育委員会・大田市教育委員会 「西念寺墓地(3)• 

安原備中墓・大光寺墓地」『石見銀山遺跡石造物調

査報告』 9 平成21年

中山町史編集委員会「新修中山町史』（下巻） 平成21年
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第 4章 温泉津沖泊道周辺の石造物

第 1節調査地の概要

平成21年 5月26日に開催した石造物調査の指導

会において、温泉津地区で確認されている天正銘

の石造物について確認調査を実施するよう指摘が

あった。温泉津地区では平成17年度から悉皆調査

を実施しているが、他に天正銘の石造物は確認さ

れておらず、調査を行っておく必要性が指摘され

た。調査は平成21年 6月に行った。

第 2節石塔群の概要

石塔は西念寺の東側から沖泊へ続く街道沿いに

位置する（第 3 図群番号22• 32)。金剛院のある谷

から続く道との合流地点のやや南側にある。群番号

22は、沖泊へ続く街道の上り坂を左へ大きく曲がる

右側の平坦地付近にある。尾根上及び斜面を平坦

面に加工し、墓域を形成している。石垣により区画

された墓所もある。広範囲に石塔が存在し、 今回は

すべて調蒼しておらず、天正銘を中心に古層の石塔

群の一部を調査した。群番号32はさ らに上方の街道

沿いにあり、周辺にあった石塔が集められている。

ここには組合せ宝簑印塔 3基、石仏 1基が所在す

る。

1は天正銘を有する一石五輪塔である。 空輪は

側面が欠損しているが、 全体的に遺存状況は良好

である。火輪は垂直に下降し、上端と下端の幅に

変化が少ない。水輪は扁平である。中央には稜線

はないが屈曲している。地輪には天正 2 (1574) 

年の銘文がある。

2 ~10は組合せ宝炭印塔である。 2、 3は相輪

である。請花はなく、突帯のみの表現である。 4 

~6は笠で、ほぼ同じ形態で、下面に蓮弁はなく、

隅飾りは直線的に広がり、模様はない。 7は塔身

と考えられる部材である。 8~10は基礎である。 8 

~10は反花座の下方に沈線をもつ。 9は下方が欠

損しているが、天正 7 (1579)年の可能性がある。

第 3節まとめ

温泉津地区では江戸時代を中心に石塔を調査し

ている。今回、以前から知られていた天正銘石塔

を確認し、大森地区とほぼ同時に福光石製の石塔

が使用され始めたことが判明した。 20図 1の形態

は大森地区の古層の一石五輪塔と類似している。

なお、現在確認されている各種墓塔の造立最古の

年代は大森地区龍昌寺跡にあり、元亀 3(1572) 

年銘の組合せ宝簑印塔、天正 5 (1577)年銘の一

石五輪塔、天正 6(1578)年銘の一石宝簑印塔で

ある。

また、これら石塔が所在する場所が、温泉津地

区と沖泊地区を結ぶ街道沿いにあることも重要で

あろう。この街道が古くから使用されていた傍証

の一つになる可能性がある。

温泉津地区の石塔は戦国時代の紀年銘が少な く、

古層の様相が不明であるが、大森地区と同様の形

態変化であることが判明すると、今後、分布調査

などで注意していくと古層の類例が増加する可能

性もあろう。

［参考文献］

温泉津町教育委員会1999『1999 温泉津』

P138-P139に 「道の周辺に散在している石造物では、天

正在銘の宝徳印塔と一石五輪塔が古く、古くか らこ の

道が使われていたことが知られる」とある。

島根県教育委員会2004『石見銀山街道一柄ケ浦道・温泉

津沖泊道調査報告書ー』

P95に「(29)石造物群」として群番号32に宝簑印塔笠

部3基、塔身1基、板碑状地蔵2基が存在することを報告

する。

P95に「(38)集団墓地」として群番号22に角塔90基、

宝簑印塔部材5基以上、一石五輪塔1基が点在すること

を報告する。その中で一石五輪塔に「天正二年」銘、

宝簑印塔に 「天正」銘があることを紹介する。
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第20図 温泉津沖泊道周辺の石造物 (S=1/10) 
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第 5章 本谷地区周辺の石造物

第 1節調査地の概要

石造物調査は当初、石見銀山遺跡柵内の分布調

査、悉皆調査、発掘調査周辺での調査を行ってい

た。1999(平成11年）年度に石見銀山遺跡柵内の

竹田地区で行った発掘調査に伴い周辺部の石造物

調査を実施した。石造物調査の概略は2002年に刊

行した発掘調査概要に紹介した。その後、 2002

（平成14)年度に於紅ヶ谷地区や本谷地区の分布

調査を実施した。その成果は『石見銀山遺跡石造

物調査報告書 5』で紹介 してい る。 両調査とも発

掘調査概要や分布調査報告書での報告であり、個

別の資料については割愛していたことから、今回

改めて報告する。 1999(平成11)年度の調査は11

月に湯川登、特留宣裕、松尾充晶が行った。 2002

（平成14)年度の調査は 5月に鳥谷芳雄、宮本徳

昭、 坂根健悦、湯川登、 松尾賢二、岩谷和樹が行っ

た。

なお、この地区の石造物は平成 9・10年度に実

施された総合調査の一環として調査された竹田地

区 （墓 I東上、 墓 I東下）、本谷地区、於紅ヶ 谷

地区（①～④）として報告されている。

第 2節石塔群の概要

竹田地区に15基(-石宝簑印塔 3基、一石五輪

塔 2墓、組合せ宝簑印塔10基）、本谷に 4基（一

石宝簑印塔 2基、一石五輪塔 2基）、①に一石五

輪塔 2基、②に一石宝徳印塔 3基、③に 7基（組

合せ宝披印塔 6基、一石五輪塔 1基）、④に組合

せ宝徳印塔 1基の計32基が確認されている。竹田

地区や③に組合せ宝簑印塔が集中しており、時期

第21図 本谷地区周辺の石造物位置図
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的な関係もあろうが、地区により使用する形態が

選択されていた可能性もある。なお、④の組合せ

宝徳印塔は1969(昭和44)年に国史跡に指定され

た「天正在銘宝筐印塔基壇」である。

この地区では、幕標系の墓石は浄国寺跡周辺や

安原備中募で確認されるが、谷部に多く存在する

石塔は墓塔系である。

一石宝鍍印塔の相輪は、上部のみに請花をもち、

中央に突帯をもつもの (1)、下部と上部に請花

があるもの (2)、上部の請花がなく沈線を施す

もの (3, 4)がある。笠は隅飾りが直線的で、

蕨手の巻き上げを有する。段級は少ない。基礎は

上方に反花座を持ち、内部はわずかに窪むもの

(4) や大きく窪むものがある。 1は相輪部分が

長く全高43.5cmと高い。 3は54号間歩に隣接す

る。基礎は縦長で、幅は笠がやや広がるが、全体

に縦長になる新しい要素が見える。延宝年間の資

料を見ると基壇があることがわかる。

一石五輪塔は規模が大小ある。また、空・風輪

が細長いもの (13)がある火輪は台形を呈し、水

輪は丸みを失い直線的なものが多い。 9は各部材

のバランスが良い。地輪部分はかなり挟られてい

る。11の水輪は中央に稜線こそないが「く」の字

形である。 13は空・風輪が大きく、各部材が直線

で造られている。 14は水輪と地輪に梵字があり、

地輪の梵字は各面に残る。

組合せ宝悛印塔は塔身が確認されていない。相

輪は下部と上部に請花があるもの、下部の請花が

なく突帯をもつものがある。笠は隅飾りに蕨手の

巻き上げを持ち、下部に蓮弁をもつものと持たな

いもの (26、27)がある。笠上部の相輪を装着す

る剤り込みは円形であり、下部の剖り込みは方形

である。基礎は上方に反花座を持ち、内部は大き

＜扶られている。反花座も蓮弁が三枚で間弁が入

るものや蓮弁が五枚で間弁が入るものがある。

28は現在大きく二つに割れ、一部細分化してい

る。縦連子は確認できる面で11本である。縦連子

の一本の大きさは幅0.5cm、高さ 2.1cm、深さ 0.5

cmでV字状に彫り込まれている。内剖りは方形

で、幅2.5~2.8cmの平刃工具痕が残る。なお、銘

文について伊藤菊之輔は『石見の石造美術』にお

いて「天正拾八季 庚刀」と読み、国史跡指定時

は「天正十三年」と呼んでいる。現在は、風化が

進んでおり、判読は困難である。

紀年銘として29は文禄 3 (1594)年、 9は天正

20 (1592)年、 31は慶長 7 (1602)年、 11は慶長

11 (1606)年、 32は慶長12(1607)年、寛永10

(1633)年、 6は延宝 6(1678) 年、 3• 5は延宝

7 (1679)年が確認される。延宝年間の石塔は②

に集中しており、周辺の土地利用の時期の参考に

なろう。

第 3節まとめ

本谷地区、於紅ヶ谷地区、竹田地区の石造物を

報告した。一石宝徳印塔 8甚、一石五輪塔 7彗、

組合せ宝懐印塔17基、計32基である。本谷地区の

安原谷地区には昨年度報告した安原備中墓があり、

一石宝徳印塔に寛文 4 (1664)年、一石五輪塔に

元禄 4 (1691)年の紀年銘がある。安原備中知種

墓として万延元 (1860)年に再建された円頂方形

墓標が 1基ある。しかし、墓標系の墓石は本谷下

手の浄国寺跡周辺で確認され、上手ではこれ以外

確認されていない。

紀年銘は天正期から延宝年間が確認でき、 16世

紀末から17世紀後半の造立であると判断できる。

［参考文献］

伊藤菊之輔1968『石見の石造美術』

島根県教育委員会他1999「城跡調査・石造物調査・間歩

調査編」『石見銀山第 3分冊』

島根県教育委員会・ 大田市教育委員会2002『石見銀山逍

跡発掘調査概要12』

島根県教育委員会・大田市教育委員会2005『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 5』

島根県教育委員会・大田市教育委員会2009『石見銀山遺

跡石造物調査報告書 9ー西念寺墓地 (3) • 安原備中墓・

大光寺墓地ー』
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第 6章 中正路所在の石造物

第 1節はじめに

石見銀山遺跡の石造物調査は、平成17(2005) 

年度から温泉津町恵洸寺、西念寺、金剛院の各墓

地で実施している。以前から温泉津沖泊道に隣接

した場所に、福光石製の天正 2 (1574)年銘の一

石五輪塔が所在していることは知られていた。ま

た、金剛院墓地では福井県高浜町で産出する日引

石（ひびきいし）製といわれる宝医印塔基礎が確

認された。その基礎には紀年銘はないが、形態的

に14世紀末頃と推定され、温泉津最古の石造物と

なった。これまでの石造物調査の結果、福光石製

品は1570年代から急激に使用されてきたことが判

明している。しかし、石造物の意匠や「一石造り」

という特徴などの由来が不明のままである。

石造物調査の指導会では、この点が課題として

取り上げられた。石見銀山遺跡の周辺部を含め、

南北朝から戦国時代の石造物の流れを追った上で、

戦国時代に急速に広まる福光石製石造物の位置付

けを行う必要性が指摘された。

今回は、大田市温泉津町井田にある石造物を平

成21年 9月16日に調査した。

第 2節石造物の概要

中正路にある石造物は、県道温泉津川本線から

高野寺へ向かう市道との分岐点付近に所在する。

大田市温泉津町井田の宅地の前に祀られている。

石造物は組合せ五輪塔、道標の 3基である。

石造物は高野寺がある高野寺山の北西側斜面に

位置し、丘陵の先端部である。中正路川に向け傾

斜し、前面には井田の盆地が開けている。

石造物は幅1.5m、奥行き1.4mの区画内にあり、

左手に五輪塔、右手奥に道標 1、その手前に道標

2が置かれている。以前はもう少し宅地側にあっ

たという。

① 組合せ五輪塔（第24図 1)

五輪塔は遺存状況が良好であり、総高172cmを

測る大型品である。以下各部材ごとに記述する。

空・風輪は先端をわずかに欠損し、高さ49cm、

空輪部の幅34cm、風輪部の幅31cmを測る。空輪

は丸みが強く、宝珠状を呈する。空輪と風輪の境

は明瞭に表現され、空輪側に丁寧な加工痕が残る。

火輪は高さ38cm、上端幅24cm、下端幅57cmを測

る。軒の幅は中央で10cm、端部で10cmを測る。

軒線は両端部が大きく反り上がっている。水輪は

上膨れで、下部は直線的にすばまる。高さ44cm、

最大幅55cm、上端幅38.5cm、下端幅39cmを測る。

地輪はやや扁平な直方体で、高さ41cm、幅58cm

を測る。石材の表面は風化のためか、一部窪みが

ある。

各部位の表面には四面ともに大きく深い梵字種

子が刻まれ、正面には南面を表す「キャー カー

ラー バー アー」が表現される。空風輪の梵字

はやや風化しているが、彫りは深い。石材はデイ

サイトである。

第23図中正路所在の石造物位置図

-43 -



~(o(f 

~ 

及l
＇ 
． 3

 
I心へ、

'_J.....) ; ,-..._--o 
~ 

~ 

-

゜
50cm 

2
 

第24図 中正路所在の石造物実測図 cs=1/10) 

-44 -



② 道標 1(第24図 2)

上部が三角形を呈する板状の石材である。下端

はコンクリートに埋められている。総高151cm、上

端幅32.5cm、下端幅36cm、厚さは上端で10cm、

下端で14.5cmを測る。厚さは上方が薄く加工され、

側面や裏面には平刃のエ具痕が遺る。正面の表面

は平坦で、断面形は扁平である。正面には上部に

梵字種子「バン」、その下に年号が刻まれる。その

両側にも文字がある。年号の一字目は「うかんむり」

を持ち、その中の線は風化し解読できない。二字目

は「まだれ」内の下部に「日」と推定された。「暦」

の可能性が高くなる。よって一番可能性が高い年号

は「宝暦」となる。その次からの文字は判読が可能

で「戴年三月十八日」と読め、西暦では1757年で

ある。年号の両側の文字は判読できない。

梵字種子は深く幅広く掘られているが、他の文

字は浅く一部は風化し、判読できない。石材は緑

色を呈する砂岩である。

③ 道標 2 (第24図 3)

道標は下部が欠損し、遺存している部材も二つ

に折れ、現在は接合されている。頂部は平坦で、

直方体を呈し、残存高75cm、幅23cm、厚さ 11.5

cmである。正面上面には直径16cmの月輪内に仏

が浮き彫りされているが、風化し詳細は不明であ

る。その下に「高野寺」の文字が明瞭に読める。

右面に「東つふち太田村」、左面に「西は

つみ つち」とあり、津渕、太田、波積、都治と

推察される。裏面にかなりの文字が刻まれている

が解読できるのは「井田」のみである。石材は福

光石である。

第 3節まとめ

今回の調査では 3基の石造物を調査した。組合

せ五輪塔は空風輪の形状が丸みを持ちつつやや窄

まること、火輪の軒の反りがしっかりしているこ

と、軒が比較的薄いこと、火輪の高さが高いこと、

水輪下方が直線的に窄まること、梵字種子の彫り

が大きく深いこと、規模が大きいことなどの特徴

から室町時代 (15世紀）と考えられる Ill。また、

石材的には地元の石材と推定されるデイサイトが

使用され、福光石は使用されていない1210

井田地域周辺では江津市教育委員会により反坂

遺跡が発掘調査され、石塔が発見されている1310

石材について分類されており、石材Aは在地もし

くは搬入品の砂岩、石材Bは在地もしくは搬入品

の貫入岩（日引石）、石材Cは大江高山火山噴出

物、石材Dは久利層（福光石）の 4種に分けられ

ている。形態的変化と石材の関係は、石材A・B

→石材C→石材Dと変化すると指摘されている。

本報告の五輪塔は石材Cであり、福光石製の石塔

より形態的に古層を示している点で追認できる。

デイサイトを使用する石塔は周辺に類例があり、

この地域で石塔に一定量使用される石材であるこ

とが判る。今回の調査により、 16世紀後半以前に

は、石見銀山遺跡周辺の石塔は石材の 1つとして

若狭から搬入されたとされる日引石と地元石材で

あるデイサイトが使用していたことが判明した。

道標 1は鳥根県では類例が少なく、頂部を三角

形にした道標の可能性がある。形態的には中世の

板碑に類似し、同形の石造物は安来市周辺に数カ

所知られているのみ14)で、中正路の形態は珍しい

例である。調査の結果、江戸時代中期の宝暦 2

(1757)年と推察され、もし、江戸時代の年号で

正しければ、頂部三角形の形態をした逍標が造立

されたことになり、その造立の背景を検討する必

要があろう。今後、詳細な銘文の解読を行い、 造

立年代など解明することが求められる。

道標 2はもと設置されていた場所から移動され

ているという。前面を通る現在の県道温泉津川本

線は井E8の中央部で県道大田井田江津線と交差し

ている。現地から江津方面に向かうと、道標に記

された地名を通ることから道標 2はこの地の周辺

にあったものと推定できる。

大型の五輪塔や類例の少ない道標 1、道標 2な

どがこの地にあることの意義については街道、山
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城、館跡、宗教施設などを含め考えて行く必要が

ある。

石見銀山遺跡の石塔が16世紀後半に福光石を使

用してはじめるが、今回の調査で、その前代の様

相の一端を知ることができた。

一方、 16世紀前半の石造物の様相が不明であり、

石見銀山遺跡の本格的な開発当時の様相を今後解

明していく必要がある。

註

(1) 時期については池上悟氏、今岡利江氏、島根県

埋蔵文化財調査センター間野大丞氏、岩橋康子氏

のご教示による。

(2) 高野寺周辺の2カ所に同様の石材でやや小型の

五輪塔がある。所在については今田善寿氏のご教

示による。

(3) 江津市教育委員会2006『反坂遺跡』

(4) 安来市権現山板碑などが知られている。また、

中世の年号を持つものとしては清水寺御三昧遺跡

が知られている。

石材については島根県立三瓶自然館中村唯史氏のご

教示による。
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第 7章総括

1 はじめに

沖泊街道の起点と終点をなす大田市温泉津町温

泉地区は、港湾都市として石見銀山遺跡の一角を

構成する重要な地域をなしている。このことは、

世界遺産登録事業において重視され、温泉津港頭

から東方に延びる温泉街が、重要伝統的建造物群

保存地区として国選定を受けるなど整備と保存の

諸対策が採られてきた。また、関連する文献史料

調査が行われ、その成果も逐次公開されてきてい

る。

当地区に対する考古学的調査については、沖泊

地区の湾岸街区について発掘調査が行われ、石造

物に関しては、温泉津地域一帯を対象とした分布

調査が実施されている。

石造物調査グループは、石見銀山遺跡中枢部の

銀山地区・大森地区における調査が一段落したと

ころで転戦して、温泉津地区に限定した石造物の

悉皆的調査を実施することを決した。その理由は、

港湾都市としての生成•発展・衰退状況を考古学

的に明らかにする必要があるとの認識に基づくもの

である。就中、石造物の動向把握は、これを遺し

た町衆・商人層の信仰のありようとその経済的背

景を探る上で有効性が高いと判断したことによる。

上述のように、調査は2006年より開始し、 07年、

08年、 09年と継続して実施してきた。この間、調

査対象としたのは恵洸寺境内墓地、西念寺境内と

周辺の墓地、金剛院境内墓地である。前二者に関

する調査状況と得られた成果については報告書が

公刊されている。本報告書は、主として、 09年に

行った金剛院境内墓地に関するものであるが、関

連する二、三の調査結果について報告を加えた。

2 調査の概況

真言宗の寺院。現在、大田市温泉津町温泉津区に

所在する。寺伝によると、 1337(延元 2)年、高

野山の僧鏡尊により金剛庵として創建されたとあ

り、その後、水久路城の城主中尾氏が堂宇を改修

して善提所とし、寺号を金剛院に改称したとされ

るが、実態は詳らかではない。

また、 1650(慶長10)年の温泉津村検地帳には

所在記載が見られないが、 1692(元禄 5)年の作

と見られる「町屋敷絵図」 (1841年・天保12年の

写し）では、現在地に所在したことがうかがえる。

17世紀末以前には現地に堂が営まれていた可能性

は高い。なお、やや下って近世末史料に「紀州高

野山正智院末真言宗金剛院」とした、やや詳細な

記載が存在する。

［墓地の景観と調査状況他］ 遺跡としての金剛

院墓地は、西念寺・沖泊街道のある谷と屋根一つ

越えた東側にある。巾狭で、奥行きの長い南北方

向の谷間（東西巾約40m、南北長約60m)奥の西

側崖面に存在する。崖面は上下 2段に刻まれ、前

面を石垣で補強した上段背後には大小の岩窟が穿

たれる。墓石は崖面沿いに並べられている。上段

の墓石群は、北側から南側にかけて 3群に分かれ

る。北の群は 9基(-石宝堕印塔・一石五輪塔・

地蔵・円頂方形墓標他）、中央の群は 6基（組合

せ宝筐印塔・変形宝塔・無縫塔・地蔵他）、南の

群は 9基（組合せ五輪塔・無縫塔他）でそれぞれ

構成される。後世の墓石整理によって再配置され

た可能性があり、 3群の内容は不詳とせざるをえ

ないが、全体的に墓塔系・無縫塔・地蔵の組み合

わせが中心で、墓標系が少数のみ認められること

は注意を要する。様態としては西念寺墓地と相似

た状態にある。ただし、岩窟の保存状況はすこぶ

る悪く、本来の姿を止めるものはほとんど認めら

れない。下段は、石垣を背に変形宝塔が一列に並

び、その南端に地蔵群を納めた石窟がある。その

［金剛院の米歴、遺跡の立地］ 見宝山金剛院は 中央台座は日引石製とされ、本墓地の注目墓塔の
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一つである。さらに南には 5基の墓標が見られた。

下段も後世再配置されており、本来の姿は不明で

あるが、石窟内の台座といい、あるいは変形宝塔

群が顕著な存在をなす点に特徴がある。なお、金

剛院本堂は、谷の中間点にあり、その東側には大

型の組合せ宝匿印塔 1基が建つ。堂背後には広場

がある。現在の墓所は谷頭付近に設えられる。金

剛院墓地の調査は、 2009(平成21)年 8月17日か

ら19日の 3日間に集中的に実施した。

さらに、年度内には 6月15日に沖泊街道筋の石

造物を、 9月16日には温泉津町井田方面の石造物

について実測調査を行っている。なお、第 5章で

は、石見銀山遺跡柵内の本谷筋で調査した石造物

の中、留保されてきた諸例について追加的に報告

した。

3 石造物の諸相と特徴

i)金剛院墓地

［種類と数艤］ 金剛院墓地において確認された石

造物の種類は13種、その総数は80基以上になる。

中、 55基について実測を行った。調査の結果、墓

塔系18基、墓標系15基以上、変形宝塔13基、地蔵

10基（陶製 2基を含む）、石殿 2基を類分けした。

墓塔系では、一石宝憶印塔 2基、組合せ宝簑印

塔 5基、一石五輪塔 1基、組合せ五輪塔 2甚、無

縫塔 8甚を確認した。墓標系では、円頂方形型 7

甚、円頂方柱型 2基、平頂方柱型 4基、笠付方柱

型 5基がそれぞれ認識されている。

［紀年銘を有する墓石等］ 紀年銘を有する石造物

としては、組合せ宝簑印塔 1基、無縫塔 3基、円

頂方柱型 2甚、笠付方柱型 3基と同型らしき募標

1基、変形宝塔 4基を識別した。組合せ宝徳印塔

の一基（番号 7)には1815(文化12)年の紀年が

みられる。しかし、古式の形相を止めていること

から再建墓と判断された。

紀年銘は存在しないが、本堂東に聟立つ大型品

は供養塔で、その願主名 (9名確認）から18世紀

末から19世紀初め頃の作と推定される。いまー基

（番号 6) は墓地下段南端のやや大きめの岩窟に

収まる組合せ宝渡印塔の基礎である。日引石製の

整った形状をもっている。 14世紀末の作と見る見

解があり、注目される。

無縫塔は金剛院当主の墓塔であるが、近世のも

のには1758(宝歴 8)年の紀年が読み取られた。

造立場所が大きく変動していないとすれば、「権

大僧都」の銘文と合わせて金剛院中期の当主像が

浮上する。

円頂方形型には近世の紀年銘として1756(宝暦

6)年、 1819(文政2)年、 1823(文政 6)年等

がある。円頂方柱型の一基には天正や寛文の銘文

が残っていた。変形宝塔群では18世紀後菓から19

世紀前半期の紀年を確認している。

ii)沖泊街道、銀山本谷地区、井田中正路の石造

物

［沖泊街道の墓塔］ 沖泊街道の西念寺に近い箇所

で①一石五輪塔 1基、②組合せ宝猿印塔3基、③

石仏 1基を確認し、図化した。①は1574(天正 2)

年銘をもつ福光石製の墓塔である。組合せ宝簑印

塔の一基にも1579(天正 7)年の年号が刻まれて

いる。石見銀山遺跡内では比較的古式の幕塔の一

群といえる。

［銀山本谷地区他］ 報告する石造物は、本谷地区、

於紅ヶ谷地区、竹田地区に所在する墓塔・墓標で

ある。種類と数量は、①一石宝懐印塔 8基、②一

石五輪塔 7基、③組合せ宝医印塔17基、他に墓標

系若干である。紀年銘は、③組合せ宝筐印塔で

1592 (天正20)年、 1594(文禄 3)年、 1602(慶

長 7)年、 1606(慶長11)年、 1607(慶長12)年、

1633 (寛永10)年、 1678(延宝 6)年、 1679(延

宝 7)年がそれぞれ読み取られた。「天正在銘宝

徳印塔基壇」として国指定されている組合せ宝簑

印塔の銘文は判読が困難であった。

［井田中正路石造物］ ①組合せ五輪塔 l基、②道

標 1、③道標 2を調査した。①組合せ五輪塔は総
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高172cmを測る大型品で、石材はデイサイトと判定

された。この石材は大江高山の噴出物とされている。

②は頂部を三角形に整えた中世タイプのもので、当

地域では類例が乏しい。 1757(宝暦 2)年作とさ

れるのが、検討の余地がある。砂岩製。③は福光

石製。銘文「高野寺」他近在の地名が残る。

4 成果と課題

［金剛院墓地の調査］ 西念寺・金剛院の墓地調査

の結果、岩窟に墓塔・墓標を奉置する造墓方式は

温泉津地区における特徴的な手法であることを確

認できた。金剛院墓地では、岩窟・墓石とも保存

状態が悪く、造立後の位置変更等の可能性があり、

原初形状を正確に捉えることは困難であった。し

かし、 14世紀末に遡ると見られる日引石製の基礎

を初めとして、墓塔群、墓標群のありようから、

この地域の中世後半期から近世に至る墓石の変遷

とその特徴を掴みえたのは収穫といえよう。とく

に変形宝塔群が顕著な存在を示し、これが商家加

賀屋（中尾氏）の奥津城に系譜を辿れると判断さ

れた。当募地の変形宝塔群は近世中頃の造立であ

るが、一部には再建塔として造作された様子があ

り、伝統を墨守する有力商人層の信仰心が垣間見

られる。本堂東側に建つ大型宝徳印塔は形姿の特

異さも然ることながら、刻まれた願主の人名に注

目が集まる。 9名中には温泉津地区を取り仕切る

有力商人層に加えて地役人の名も見え、まさに民

主導・官参画のコラボによって設立されている。

また、中尾藤左衛門は、金剛院の檀家総代である

が、「藤左衛門00」の名は変形宝塔にも刻まれ

ており、加賀屋の当主群の一人と見て誤りなかろ

う。金剛院創建と深く関わる中尾氏が歴代有力商

人として当地区に君臨した様子がうかがえる。

沖泊街道沿いの墓塔群も西念寺・金剛院墓地の

形成と軌を一にする現象と考えられるが、墓地の

位置の相違をどう理解すべきか、今後に課題が残

る。

［その他の調査］ 金剛院墓地調査と関連した井田

中正路石造物調査では看過できない事実が判明し

た。井田地域は大家荘の中心域をなしており、古

刹真言宗高野寺が存在する。調査した組合せ五輪

塔は、その規模と石材に特徴があり、この地の中

世後半期に勢力を張った土豪との関連が問題とな

ろう。また、伝承ではあるが、金剛院創建の立役

者もこの地の有力武士とされる。温泉津地区が銀

山活性期 (16世紀後葉~17世紀）に繁栄する、そ

の起点の一つが井田地域にあると見たが、如何で

あろうか。

銀山柵内本谷地区、於紅ヶ谷地区、竹田地区等

の調査は従前に行われたものである。墓石のほと

んどが墓塔系で占められているのが特徴といえる。

このことは、本谷一帯の開発時期と密接に関連し

ている。ここでは、銘文を有する組合せ宝徳印塔

が、ある箇所に集中する傾向を示していることが

留意される。銀山柵内では、仙ノ山石銀地区と本

谷地区の石造物の悉皆的調査が未了となっている。

早い時期の調査と本報告の結果を併せた、総合的

な調査が侯たれる。

なお、本書には池上悟教授による石西益田の石

造物調査の報告を収載した。石見銀山遺跡内の石

造物の変遷過程や地域性を相対化し、あらためて

その特色を把握する上で欠かせない作業と受け止

める。池上教授のご苦労に感謝したい。
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凡 例

•金剛院に存在する石造物群番号 6 墓地所在の石造物及び石見銀山遺跡の関連石造物を掲載した。

• 各石造物の規模は基本的に全高及び最大幅、墓標の幅をセンチメートル単位で掲載した。欠損

している場合は残存している規模を残存高または各部材毎の高さで掲載した。

・銘文の欠損等は、文字の個数がわかる部分はロロ、判読不明部分及び文字の存在が推定される

部分は［ ］で示し、銘文の上下が欠損して字数が不明な場合は ］（上欠）、［ （下欠）と示

した。また推定できる文字は口内に入れて表示した。

・戒名及び名字は000とした。

・掲載していない石造物についても実測台眼は保管し、今後の研究の資料とした。

・写真図版及び挿図の個別番号は一監表の番号に対応する。
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